
【４】落語家　林家源平氏の講演会は参考になりましたか 左記【４】の回答理由について　【回答一部抜粋】

【６-３】上記【６】で｢かかりつけ医｣が③④必要ないとお答えいただいた理由について 【７】[在宅医療]についてご存知でしたか

【５】近隣の診療所でご自身の「かかりつけ医」は
お持ちですか？

【６-２】左記【６】で｢かかりつけ医｣が①ぜひ必要②やや必要とお答え
いただいた方へお伺いします。｢かかりつけ医｣に望むことは何です
か？（複数回答可）

【６】｢かかりつけ医｣は必要だとおもいますか

平成２９年度 佐世保市在宅医療・介護連携事業アンケート 介護は十人十色 ～落語家のヘルパー修業日記～ 落語家 林家 源平氏

佐世保市民生委員児童委員協議会連合会研修会 全体会講演会 平成30年2月16日（金）

男, 171人

女, 251人

【1】性別

男 女 0 50 100 150 200

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

不明

0人

0人

9人

43人

212人

155人

0人

1人

2人

【2】年齢

0 50 100 150 200 250

夫婦のみ

二世代世帯（親子）

三世代世帯（親・子・孫）

単身世帯（ひとり暮らし）

その他

未回答

202人

142人

38人

30人

9人

1人

【3】家族構成

0 50 100 150 200 250

非常に参考になった

ある程度参考になった

未回答

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

247人

127人

46人

1人

1人

【4】講演会は参考になったか

0 100 200 300 400

持っている

持っていない

未回答

350人

68人

4人

【5】かかりつけ医は持っているか

570 422 回収率 74.0%参加者数 アンケート回答者数

・落語家らしくユーモアたっぷり、しかも要点をしっかり押さえたいい講演会だった

・実体験で五感を磨く講話は大変よく説得力に秀れていた。今後の活動に活かしたいと思う

・自分の体験に基づいた経験談を交え、色んなパターンの事例を知ることが出来良かった

・認知症の人との対応の仕方、色々な症状の人との接し方を具体例を挙げての話しが参考になった

・介護が必要となっても自宅で生活できるのが幸せかなと思う

・話しが楽しくて笑わせて頂きました。楽しく介護する心構えや健康に過ごす方法が分かったので良かった

・介護する側は気持ちに余裕が必要(笑顔)で接する事が大切、母に付き添うときにもそう感じる

・実際に体験された内容で参考になり、説得力があった。90分が短く感じられるように楽しく勉強になった。認知

症の方との接し方が勉強になった

・笑顔、料理、歩く、色気、声を出す。あらためて実行したいと思った(わかっていてもなかなか実行出来ていない

ので)

・住み慣れた場所で自分が1番輝く終活ができますよう、早く実家の母に伝えたいと思った

・例題と同じ状況の人がいて本人が一番幸せな生活をしてもらう為の考え方、話し方、接し方を考え直さないと

いけないなと感じた。また子どもさん達の考え方を聞かなければいけないと思った

0 100 200 300 400

ぜひ必要

やや必要

あまり必要ではない

未記入

わからない

必要ない

317人

83人

12人

7人

3人

0人

【6】かかりつけ医は必要か

178人

164人

94人86人

24人
0
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200

話をよく聞いて

くれる

わかりやすい言

葉で話してくれ

る

病歴、家族歴な

ど聞いてくれる
往診してくれる

その他

【6-2】かかりつけ医に望むことは（複数回
答）

・ほとんど薬をくれるだけ

・健康である

・病状によって病院のたらい回しばかり

・多病にかかったことが無い

・病院はほとんど利用しないから

・薬の出し過ぎで他の病気（合併症）を作り出す

・決まった病気だけではない

・信頼できる病院が無い

・紹介状が何かの時必要とは思っているが病院は選ばなくてはいけないと思う

0 50 100 150 200 250 300 350

知っていた

言葉だけ聞いたことがある程度

未回答

全く知らなかった

310人

98人

13人

1人

【7】[在宅医療]を知っていたか



【１２】在宅医療または介護についてご意見ご要望などございましたら下記にご記入ください。【回答一部抜粋】

【９】あなたの家族が、介護が必要な状態などで長期の療養が必要になった時、
主にどこで過ごしたいか

【１１】あなたは，日頃，医療についての知識や情報を何から得ていますか。
（複数回答可）

【８】あなたが、介護が必要な状態などで長期の療養が必要になった時、主に
どこで過ごしたいか

【１０】あなたは、最後の過ごし方（延命治療等）について家族と話し合った
ことがありますか

0 50 100 150 200

老人ホーム等施設

自宅

病院

未回答

その他

182人

175人

47人

14人

8人

【8】あなたが要介護の際の療養場所は

0 50 100 150 200

老人ホーム等施設

自宅

病院

未回答

その他

186人

162人

49人

17人

8人

【9】家族が要介護の際の療養場所は

0 50 100 150 200

話合っている

今後話し合っていきたい

話していない

未回答

183人

115人

110人

14人

【10】最後の過ごし方を話し合ったことはあるか

268人

176人

165人

59人

51人

46人

26人

24人

26人

20人
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その他

病院

【11】医療についての情報源について（複数回答）

【制度等】

・在宅医療が呼ばれて久しいが地方においては医師不足が顕著であり、あまり進んでいないと思う。今後団塊の世代が高齢化するにつれ、医療サービスに一抹の不安を覚える

・介護離職の問題、家族介護への対策等、家庭・家族のあり方から見直し対応策を行うべき

・これからは高齢者が増加していくことは確実。よって希望しても施設や病院には入所できないと考えている。それなら在宅医療で、訪看やヘルパーの手を借りることになるだろうと覚悟し

ている。しかし本音はホームで人間として尊厳のある最期を迎えたい。プロの技術を生かし(利用し)人間らしく接してくれることを願っている。それには教育が必要

・費用が高いと聞いています。又往診してくれる先生も少なく家族の思いとはかけ離れているようです。施設の入所が困難な時期です。制度を整えてほしい

・自宅で介護されている方を間近で見ておりますが、どこも老々介護で大変です。何か改善方法は・・・

・在宅医療も在宅介護も介護する人が(身内が数名)いる場合は良いと思いますが、介護者が一人の場合も多々あるので一概に良いとは言えないと思います。介護される人、する人両方の

事を考えて制度設計されるべきと思う

・出来る限り自宅で介護出来たら幸いです。そのためには介護士等の養成等、各施設でも充実させる必要があると思います。この間テレビでヘルパーの質が落ちたと話していたが・・・それ

も大変です

・政府は在宅介護に力をいれていますか。その際介護する方の援助は(お金など生活面、心のケアなど)考えているのか。その負担がどれほどのものか全くわかっていない。その点をまず

考えてから在宅介護の施設を推進して欲しい

【家族等の姿勢や意識】

・元気な時に家族で検討の必要があると思う

・昔は在宅、訪問医療で、最期の看取りも家でやり、遺言なども聞いた記憶があります。今みたいな延命のための治療はあまりなかったようです

・父や母が高齢になり施設や病院でと思っていましたが、現実になるとやはり自宅にいるのが一番安心するようです。自宅自活できるようにサポートができればと考えが変

わりました

・今は核家族なので家での介護には無理があると思います。上手にデイサービスとの活用を考え、介護する人の負担にならないような配慮が必要と思う

【研修会等の受講や情報】

・在宅医療介護の難しさを感じ、対応法を今後研修を受けたい

・在宅医療＆介護の具体的な利用要領について聞きたい

・在宅医療について、交通不便なところでもいいのか。要は割増になるのか。情報が欲しい


